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1. 「千代田学」事業の概要・目的 

 

「千代田学」とは、千代田区が実施する千代田区内の大学等の事業提案制度である。法政大

学地域センターでは、事業名「千代田区の商店街活性化についての調査・研究」というテー

マで本制度に応募し令和３年度実施事業として採択されたものである。 

 

1.1. 背景 

現在、東京の商店街を取り巻く環境は、コロナ禍における経済活動の停滞、空き店舗の増

加、人口の減少、ＥＣサイトによる販売の増加、キャッシュレス決済の促進機運、店舗の後

継者不在、郊外への大型スーパーの進出や多様化する消費者ニーズへの対応の遅れ、地域の

大型再開発事業などにより大きな変化に直面している。 

商店街における各々の小売業・サービス業の商店も来店者数・売上高ともに概ね減少して

いると言われている。 

 千代田区においても同様のことがいえる。平成 29年度に策定された「千代田区商工振興

基本計画平成 29（2017）年度～平成 33（2021）年度」（以下「基本計画」という） 

によると、商店街全体の現在の景況感について、半数以上の商店街が「衰退している」、「や

や衰退している」、また、商店街全体の売り上げを３年前と比較した場合、半数以上の商店

が「半減した」と答えている。 

 

1.2. 事業目的 

本事業では、こうした状況を踏まえ、千代田区の商店街の空き店舗の状況、商店街が抱

える課題、後継者問題など商店街の実態を学生によるフィールドワークにより明らかにす

るとともに、商店街活性化の提案を行い、今後の千代田区商店街活性化施策の基礎資料と

することを目的とした。 

「基本計画」において、千代田区商店街連合会に加入する商店街団体に質問票による調

査を行っており、全 44 団体のうち 27 団体から回答を得ている。この調査は千代田区内

全体の商店街の概要や景況を明らかにしている。 

しかしながら、個別の商店街についての概要調査はまだ行われておらず、個別の商店街

において、学生によるフィールドワークを行うことは意義があるのではないかと考えた。

参加学生の人数や講義の実施期間等を考慮し、個別商店街の事例が適当であるとの結論に

至った。 

 

1.3. 区との関連性・区政や地域への貢献 

本事業に関しては、「基本計画」の達成に資するよう、計画とも整合性を図って研究を進

めていく。 

 学生のフィールドワークによる課題設定や質問事項など、千代田区役所地域振興部商工
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観光課商工振興係の担当者と連携・相談の上、実効性のある研究を行うよう活動した。 

 学生がフィールドワークを行い、商店街組合のメンバーや商店の店主に直接インタビュ

ーを行うという作業を通して、商店街への調査や提案だけでなく地域と大学の関係性を深

めることができるのではないかと考えた。 

 千代田区の現実の課題に学生とともに正面から取り組むことが本事業の最大の特徴であ

り、差別化要因であるといえる。 

 

1.4. 事業計画・研究手法 

【事業計画】 

令和３年度の春学期は、商店街の考察により課題を抽出する。秋学期に法政大学経営大

学院イノベーション・マネジメント研究科の「中小企業政策論」の講義において、学生グ

ループを作る。講義参加者 36 人について、５～６人を１つのチームとし、それを６チー

ム作る。 

それぞれのチームが別々の課題を設定し、課題解決提案を行う。学生のチームは、それ

ぞれ講義時間内にフィールドワークを実施し、商店街店主らへのインタビュー調査などを

行う。「中小企業政策論」の最後の講義日（令和３年 11 月 10 日）に千代田区役所もしく

は法政大学新一口坂校舎にて、法政大学の学生や千代田区役所の担当者、商店街店主、千

代田区民などに広く告知し、報告会を実施する。講義終了後の秋学期後半は、最終報告の

ための準備、報告書作成などを行う。 

上記の計画を達成するための基本的課題は、「基本計画」において千代田区内の商工業

が抱える課題として挙げられている①商工関係団体の組織力の低下、②商店街の集客力強

化の２つの課題をもとに設計していきたい。 

 

1.5. 学生の活用 

令和 3 年度に研究代表者が所属する法政大学経営大学院イノベーション・マネジメント

研究科、秋学期講義「中小企業政策論」において、フィールドワークの一環として実施す

る。 

この講義は実務経験３年以上の社会人向け「中小企業診断士養成課程プログラム」の指

定科目となっており、36 人の学生がこの講義を受講する。このプログラムを受講するほと

んどの学生が国家資格である中小企業診断士の資格を取得する。彼らの多くは大学院修了

後、プロフェッショナルな中小企業診断士として活躍する予定である。 

 

1.6. 千代田区地域振興部商工観光課との協議 

 本事業の担当部署が千代田区地域振興部商工観光課となったため、令和３年４月 14 日

（水）に千代田区役所にて、担当課長、担当係長、担当課員と面談し、今後の活動につい

て協議を行った。そこでは、学生が 36 人という状況に対して調査対象となる商店街を増
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やす余裕があると判断し、当初予定していた２つの商店街だけでなく、他の商店街も追加

することになった。 

 商店街への告知は、千代田区で開催している「千代田区商店街連合会」との会議で、法

政大学が作成した告知チラシを配布することになった（資料１参照）。 

 会議において、告知チラシを配布したところ、最初に神田の「出世不動通り商店会」の

会長より大学に連絡があり、訪問して会長、副会長に対して概要を説明し、協力の了解を

得た。ここで、まず１つ目の商店街が決まった。 
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（資料１） 
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1.7. 商店街の変更と追加 

1) 商店街の変更 

令和２年度に本事業の申請時、当初の予定では飯田橋商店街と神田すずらん商店街を予

定していた。これらの商店街を取り上げた理由は以下の通りであった。 

千代田区内で特に地域の環境の変化が激しいのが飯田橋商店街である。令和 2 年 7 月 12

日より、JR 飯田橋駅のホームが新宿寄りに 200ｍほど移設され、西口改札の駅舎も新たに

生まれ変わった。 

一方、千葉寄りの東口改札は、これまでのホームが通路として残り、駅舎は維持された

ものの、人の流れが大きく変わってくることは容易に想像できる。飯田橋商店街にとれ

ば、まさに商店街全体の存続にも影響しかねない事態だといえる。 

神田すずらん通り商店街においては、古本書店街としては未だ多くの観光客等を集めて

いるものの、今年に入ってからだけでも、創業 80 年を超える千代田区神田神保町の有名

餃子店「スヰートポーヅ」（1932 年創業）やカツカレーで有名な洋食店「キッチン南海」

（1966 年創業）も相次いで廃業した。これらの状況に伴い商店街も全国チェーン店の進出

が増加するなど、街の雰囲気が変化していく可能性もある。 

また、別の理由もあった。平成 29 年度の法政大学経営大学院イノベーション・マネジ

メント研究科の「中小企業政策論」の講義において、実際にこの２つの商店街のご協力を

得て学生によるフィールドワークを実施していたので、再度依頼をしようと思ったからで

ある。 

令和３年４月に入り千代田区役所および千代田区商店街連合会経由で学生による調査を

依頼したところ、新型コロナの状況も厳しく、環境も変わってしまったため飯田橋商店街

を断念せざるをえなくなった。飯田橋商店街のこれまでのご協力に感謝したい。 

 

2) 商店街、地域団体の追加 

上記のように、飯田橋商店街での活動は残念せざるを得なかったため、再度、千代田区

地域振興部商工観光課の方々に相談させていただいたところ、「千代田区商店街連合会」

の事務局長をご紹介いただいた。 

令和３年７月 29 日に神田神保町にて、千代田区商店街連合会の会長、副会長にご挨拶

し、その場で「神田古書店連盟」の会長をご紹介いただいた。同日、神田すずらん通り商

店街振興組合の代表理事をご紹介いただいた。 

 その後、千代田区地域振興部商工観光課の担当課長より、「NPO 法人秋葉原観光推進協

会」のご紹介をいただいた。 

結果として、千代田区の地域の団体や商店街（千代田区商店街連合会を中心とし、出世

不動通り商店会、神保町すずらん通り商店街振興組合、神田古書店連盟、NPO 法人秋葉

原観光推進協会）からご協力いただき本事業を実施することになった。 
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1.8. 千代田学について 

ここで、「千代田学」の概要について『千代田学募集案内』から抜粋をしてみたい。 

 

１. 目 的 ：千代田区内にある大学、短期大学、大学院等（以下、「各学校」）が、区の

様々な事象を多様な切り口で調査・研究することを「千代田学」と名付け、その定着と発

展、また、各学校が区及び地域と連携を図ることを目指して、事業経費の一部を補助しま

す。 

２. 対象： 「千代田区内大学と千代田区の連携協力に関する基本協定」の締結校 

大妻女子大学、共立女子学園、城西大学、上智学院、専修大学、東京家政学院大学、二

松学舎、日本大学、日本歯科大学、法政大学、明治大学 

３. 対象事業及び提案内容 ： 各学校が自ら行う、区の施策に関する調査・研究事業と

する。ただし、政治活動、宗教活動、営利を目的としないもの。 

４. 審査のポイント 

 (1) 区が期待する調査研究事業か 

千代田区でしかできない調査研究、千代田区特有の事象を踏まえた調査研究、地域や区

政に貢献する調査研究であることがポイントです。千代田区との関連性が薄い提案が採用

されることは厳しい状況です。 

 (2) 学生を活用した（学生が担う）事業か 

先生方の興味深い研究も数多くありますが、特に学生さんの自由な発想での提案であ

り、主体的に調査研究を行い、研究成果の発表（報告書作成やプレゼン）まで学生さんが

担うような提案については、審査の際に高く評価します。 

(3) 調査研究成果を広く区民に周知できるか 

公費による補助事業なので、調査研究により得られた成果を区民や区政に還元すること

が求められています。 昨年度から、「千代田コミュニティラボライブ」を開催し、その中

で、町会など他団体の方々との交流を通して、報告しています。今年度以降も同様に開催

する予定です。（開催時期は、3 月 12 日の予定） そのほか、千代田図書館でのパネル展示

を実施しておりますが、各学校としても、千代田学による調査研究を発表する場の設定を

是非ともご検討ください。 

 (4) 大学や学部の特色である実践教育分野であるか 

大学の特色や研究者の所属する学部や学会等の分野を活かした提案をお待ちしておりま

す。 

というものである。我々が今回当事業への申請にあたり、「４．審査のポイント」を全

て満たすことは当然であるが、特に注視したのが、（２）の「学生を活用した（学生が担

う）事業か」というものである。我々は社会人大学院生の活用という立場から本事業に取

り組もうと考えた。繰り返しになるが、調査・研究・発表・資料作成まで、学生による活

動が本事業の最大の特徴であり、差別化である。 
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2. 法政大学地域研究センターのプロフィール 

 

本事業は、法政大学地域研究センターで実施し、実施体制は以下の通りである。 

当組織は、法政大学の地域連携機関として、また地域の学術研究の拠点として、中小企業、

地方自治体等に支援、政策提言を行い、地域社会に還元することを目的としている。具体的

な取り組みとして、（1）自治体などと事業協力協定を締結し地域振興に必要な相互連携を行

う（2）各省庁や自治体、ＮＰＯ、企業などを対象にコンサルティング業務などを受託して

いる。また、関係人口創出・拡大官民連携全国協議会「かかわりラボ」の会員、「地域未来

構想 20 オープンラボ」への登録など、活動を行っている。 

 

2.1. プロジェクトリーダーおよびメンバー 

松本 敦則 

・法政大学地域研究センター センター長 

・法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科 准教授 

 

吉田 渉 

・法政大学地域研究センター 客員研究員 

・法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科 特任講師 

 

貫井 政文 

・法政大学地域研究センター 客員研究員 

・中小企業診断士 

 

天野貴代 

・法政大学地域研究センター 客員研究員 

・法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科 特任講師 

・中小企業診断士 

 

西岡健太郎 

・法政大学地域研究センター客員研究員 

・法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科 特任講師 

・中小企業診断士 
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3. 学生によるフィールドワーク 

 

3.1. 千代田区商店街課題の検討 

1) 第１回目の講義 

令和 3 年 9 月 22 日（水）に第１回目の講義を開始した。第１回目は、千代田区の商店街

振興施策に関して、平成 29 年 9 月に法政大学経営大学院講義資料として千代田区と協議し

た商店街の課題を基に検討を進めることにした。この課題を基に令和３年度の現状や課題

を新たに加え、大学院の講義の中で各商店街調査の前の事前準備を行った。課題は以下の６

つである。 

 

①イベント以外の方策による商店街の集客力の向上 

区内商店街は、さくら祭り、七夕祭り、盆踊り、イルミネーション、クリスマスイベント、

歳末セール等のイベントを実施することで、街の賑わい創出と来街者の増加を図っている。 

区も補助金の交付（商工関係団体の事業補助）により、こうした取組を支援している。一

方、こうしたイベントの取組については、商店街の方々より「一時的な集客につながっても、

継続的な来街者の増加にはつながらない」という旨の意見もある。また、区が商店街に対し

実施したアンケート調査においては、3 年前と比較した来街者の変動について、6 割以上が

「変化なし」または「減少した」と回答している。 

こうした状況を踏まえ、継続的な来街者の増加につながるようなイベント以外の方策に

ついて、区の状況及び先進事例を踏まえ、検討していきたい。また「地域キャラクター」 

を使用した活性化の方策についても、その維持管理のコスト等の問題に踏み込みつつ、検討

したい。 

 

②商店街への外国人観光客の誘致 

区内には、皇居や秋葉原等、外国人観光客に人気のエリアが数多くある。現在はコロナ禍

であるが、今後区内を訪れる外国人観光客はますます増加することが予測されている。 

こうした認識のもと、区は「商店街等における外国人観光客のおもてなし対応」事業とし

て、セミナー実施等により商店街における外国人観光客の受入環境整備に取り組むほか、商

店街への Wi-Fi の設置も行った。もっとも、どれだけ受入環境を整備したとしても、実際に

外国人が商店街を訪れなければ意味がない。 

こうした状況を踏まえ、千代田区を訪れる外国人観光客を商店街へ誘致する方策につい

て、区の状況及び先進事例を踏まえ、検討したい。なお、外国人観光客にとっての区内 

商店街の魅力についても検討をしたい。 

 

③商店会の組織力低下 

近年、チェーン店の増加等を背景として商店会に加入する事業者は減少しており、商店会
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の加入率が低下している。区が商店街に対し実施したアンケート調査においては、商店街の

抱える問題点について、２割以上が「商店街加入店の減少」と回答している。 

こうした状況を踏まえ、今後、商店会が会員店舗を増やす方策について、また、この方策

を区がいかに支援するかについて、区の状況及び先進事例を踏まえ、検討したい。なお、商

店会への加入に対する事業者のインセンティブをいかに設定するかについて、特に検討を

したい。 

 

④商店会の人的資源不足 

商店会は、イベントの実施はもちろんのこと、街路灯・防犯カメラの維持管理による街の

安全確保や、街区の清掃や花壇の整備等の活動も行っている。また、商店会活動の遂行に際

しては、行政手続きや会計・監査等の事務作業も必要になってきている。しかしながら、前

述した組織力の低下や会員の高齢化を背景として、商店会の人的資源が不足し、こうした活

動の継続が危ぶまれている。実際に、一部のイベントおいては、活動人員の減によりやむな

く規模を縮小しているケースもある。 

こうした状況を踏まえ、商店会はいかにして人的資源を増強させればよいのか、また区は

それをいかに支援すればよいのかについて、区の状況及び先進事例を踏まえ、検討したい。 

なお、学生団体や町会等との連携による外部からの資源調達及びこれに係る両者のマッ

チングのための仕組みづくりについて、特に検討したい。 

 

⑤商店会と地方との連携 

千代田区をはじめとする大都市は、人材はもとより、食料やエネルギーなど経済活動や生

活全般にわたり、地方に支えられて成り立っている。こうした認識のもと、区は、区と地方

が相互の強みを生かし、共生の理念に基づき発展することを目的として、地方と連携する施

策を進めている。また、区内商店会としても、地方の祭りとのコラボレーション、地方の雪

を運搬して実施する雪まつり、地方のグルメ・産直品販売ブースの設置など、地方との連携

を契機として商店街の活性化を図っている。 

こうした状況を踏まえ、商店街が今後より一層地方との連携を深めていくための方策に

ついて、区の状況及び先進事例を踏まえ、検討したい。具体的には、（１）連携方法、（２）

連携を継続させていく方法、（３）（商店街と地方との連携を区が支援する上での）マッチン

グの方法について、検討をしたい。 

 

⑥個店の事業承継 

商店街を構成するのは、その会員たるそれぞれの個店である。しかしながら、商店街関係

者からは、その個店が、経営者の高齢化や後継者の不在により、閉店に追い込まれていると

の報告もある。実際、区が商店街に対し実施したアンケート調査においては、商店街の抱え

る問題点について、約 5 割が「後継者の不足」、約 2 割が「商店主の高齢化」と回答してい
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る。区も、中小企業診断士による無料経営相談事業を実施し、事業者からの経営相談に応じ

ているところであるが、事業承継に関する相談の件数は少ないのが現状である。 

こうした状況を踏まえ、区が個店の事業承継を支援する方策について、区の状況及び先進

事例を踏まえ、検討したい。 

 

2) 第２回目の講義 

 令和３年９月 29日（水）に、千代田区役所商工観光課の課長らに大学院の講義に来て

もらった。千代田区内の商店街政策に関する現状や課題を挙げてもらい、学生とディスカ

ッションを行った。さらに教室内でグループワークを行った。 

 

3) 第３回目の講義（フィールドワーク） 

 令和３年 10月６日（水）に、当初の予定どおり、６チームでフィールドワークを行っ

た。①は３チームが、②～④はそれぞれ１チームが担当した。 

 

①秋葉原 

 秋葉原チームは参加人数が多いため、A、B、Cと３チームに分けて活動をした。課題の

１つ目は、現在 NPO法人秋葉原観光推進協会が実証実験を行っている「秋葉原ハイブリッ

ド体験ツアー」（資料２参照）に実際に参加をして、良い点や改善点などを提案すること

と、それを踏まえて秋葉原の観光振興や外国人誘致に向けての提案も行うことであった。

２つ目は、NPO法人秋葉原観光推進協会の今後や将来の活動について、現状を分析した上

で提案することであった。３つ目は、９月 24日（金）に開催されたオンラインセミナー

「withコロナ時代の秋葉原観光を考える～「オタクの聖地」秋葉原の展望～」というテー

マで検討を行うことであった。 

 

ハイブリッド体験ツアー（各 15分前に「秋葉原観光情報センター」前集合。担当：理事

長） 

各回２人×３回（各チーム２人ずつ） 

①Ａ 11:00～12:00歴史文化コース 

①Ｂ 13:30～14:30グルメコース 

①Ｃ 15:30～16:30歴史文化コース 

理事長へのインタビュー（14:00～15:00。希望者のみ参加） 

場所：千代田区万世橋出張所・区民館 7階 洋室 A 

１．理事長から自己紹介や概要説明 

２．自由な質問時間 

３．15:00の終了後、15:15までに「秋葉原観光情報センター」前に移動 
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（資料２） 
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②神田すずらん通り商店街 

事前に質問表（資料３参照）を組合理事に送り、当日はこの質問表に基づいて質問や意

見交換を行った。 

 

③出世不動通り商店会 

出世不動通り商店会と神田西口商店街を視察し、その後 14時よりインタビューを行っ

た。出世不動通り商店会からは会長を始め 7人が、商工街連合会からは１人が参加し、商

店会の現状や要望などを聞いた。 

日時：2021年 10月 6日（水） 14：00～15：45 

場所：神田公園区民館 5階（神田公園出張所内） 

主なインタビュー内容は以下の通りで、その他に現在の会員増強や地域の活性化につい

ても議論した。 

１．商店会の現状 

２．商店会をどうしたいか 

３，法政大学から提案してほしい内容 

４，その他 

 

④神田古書店連盟 

10月６日（水）13時より、西神田の神田古書店連盟会長の古書店にてインタビューを

行い、14時より、神保町の神田古書店連盟副会長の古書店にてインタビューを行った。神

田古書店の現状、インターネットサイト「JIMBOU」、神田古本まつりなどについて聞い

た。 
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（資料３） 
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4. 成果報告会 

 

成果報告会は、令和３年 11 月 10 日（水）14 時 00 分～16 時 20 分に、千代田区本庁舎

近くの高齢者サポートセンター「かがやきプラザ」ひだまりホール（千代田区九段南 1-6-10 

1 階）において、各地域や商店街の関係者、区役所職員、法政大学関係者らの参加を得て行

った（資料４・５参照）。本報告会には千代田区長も参加した。なお、参考として学生が作

成した報告会資料（資料６参照）と成果報告会の様子（資料７参照）も載せておく。 

法政大学としての地域貢献のみならず、専門職大学院の教育として大きな効果があった

と考えている。 
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（資料４） 
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（資料５） 
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（資料６） 
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（資料７） 
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5. 学生の感想 

今回の千代田学に参加した大学院生は年齢も経験も多様であり、今回得た感想も様々な

ものとなった。個々の感想のエッセンスとなるが、以下、生の声を記すことで千代田学の

成果と捉えることもできると考える。 

 

①今回の千代田学の調査で、私が特に印象的だったのが、多くの住民が地域に関する問題

点や想いを積極的に語ってくれたことである。自分が働く地域が生き生きとあってほしい

という想いは誰しも共通であり、その想いを「誰かと分かち合いたい」という感情を持つ

のは自然なことである。商店会は、その想いを受け止められる存在であり、個人では解決

できない地域の課題を一緒に解決できる力を持っている。これこそが、地域組織の存在意

義であり、原点でないかと思う。地域組織はそうした問題解決の重要な役割を果たす潜在

的な力を秘めているのではないかということが、今回の千代田学を通じて私が得た最大の

学びである。 

 

②今回の我々の提案は関係人口を増やすような施策が多く、これは移動制限の解除ととも

に効果を発揮する可能性がある。しかし、いわゆる流動人口がかつての水準に戻らないと

予想されることに対し、それによる経済縮小をいかにして補うか、という問題は時間が経

つほど深刻化していく、そう考えると今後は地域政策や都市開発といった視点での提案が

求められるのではないだろうか。 

 

③他の講義では体験できない官公庁向けの提案活動ができて非常に有意義であった。一方

でもう少し時間があれば、ヒアリングや実態調査などができ更に良いアウトプットが出せ

たかもしれないと思うと後悔の残るものとなった。 

 

④本講義は、他の講義では扱っていない事業会社以外のコンサルティングについて学べて

非常に良かった。 

 

⑤千代田区は有名大学が集まっていて産業クラスターができそうな土地柄でありイノベー

ションの街というブランドイメージが作れる可能性を感じた。千代田区が支援してインキ

ュベーション・センターを作り、千代田区内の複数の大学が交流・連携できる環境が作れ

るとイノベーションが起きそうである。 

 

⑥商店街の活性化施策としては、商店街における集客イベントがメインですが、「賑わい

の創出」という漠然とした目標に基づいて実施しているため、単発的な集客にとどまり、

継続的な集客や売上の増加を実現するに至っておらず、商店街の衰退に歯止めがかからな

い状況です。この反面、集客イベントを実施するためには、事前準備や関係機関等との調
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整、当日の運営や後片付けといった多くの手間がかかるため、イベントを開催したこと自

体に満足してしまい、効果検証が疎かになってしまっているのではないかと考えます。商

店街の活性化に限らず、行政による資金拠出については、単なる給付金的な使い方でな

く、投資として事業の成長につながるよう、継続的な効果が見込めるような使い方に改善

すべきであると考えますし、このためには適切かつ明確な目標を設定し、これを踏まえた

効果検証を実施していくことが重要であると考えます。 

 

⑦今回、最も印象深かったのは、商店街の人々が提案を聞き、喜んで帰っていく姿であっ

た。経営大学院の社会における役割としては、事業者的な視点、マネタイズという面から

地域（行政）に研究を還元することが、期待される役割の一つなのではないかと感じてい

る。千代田学を通して、地域（行政）の課題解決について学ばせていただいたこと、ま

た、行政のトップである区長に対し、直接提案する機会を頂けたことは、大変有意義でし

た。 

 

⑧報告会の場は緊張感があり、非常に良い経験ができました。こういったプレゼンテーシ

ョンは、いつもとは勝手が違い、対応力が求められると感じ、非常に良い経験となりまし

た。 

 

⑨11月 10日に実施された発表会に至るまで「千代田学」に関する自身の印象は、正直、

講義の一環としての受動的テーマに留まり、その発想から抜け出すことはなかった。とこ

ろが、発表会にて会場に集まった様々な立場、理由を持つステークホルダーと直接対面

し、ようやく「千代田学」の本質に触れたと感じた。この取り組みに潜んでいた重要な要

素が、人々の「熱」である点に自身の感覚として遅ればせながら気づくことができた。こ

の「熱」を利用できれば、大抵の社会問題に向き合えるのではないか？と言う新しい問い

に行きついた。 

 

⑩社会課題の種類も難易度も広がっている中、産官学による連携の必要性と可能性は増

し、消費する資源と時間の有効性を上げていくことも求められる。その有効性を発揮する

には熱源の誠実な認識と、その熱量向上のためのシナリオ主導が重要である。今回の実習

課題以外でも地域の抱える社会課題は多々存在する。学んだ千代田学のモデルはこれら多

様な社会課題解決に十分応用できると考察した。 

 

⑪産官学の熱量を最大化するには、シナリオ作りとそのシナリオの運営マネジメントがで

きる人材育成が必要である。社会課題は行政や誰かの仕事ではなく、地域に暮らす・働

く・学ぶ人たちで解決したいと考える社会的風潮も醸成されつつあると感じた。 
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⑫私が住んでいた地域は観光都市の色が強いため、インバウンドを中心とした観光客の減

少が地域経済に与える影響も多かったが、日本の都心の中でも最も中核である千代田区で

あっても、同じようにコロナの影響を大きく受けていて、さらに、定住者以外の関係人口

の多さから通勤・通学する人たちの減少といった影響も受けている現状を知り、改めてコ

ロナが与えた影響の大きさを痛感させられた。このような、時代が大きく変化する局面に

おいて、どのような対応が求められているかが問われる中で、行政や地域の方々に施策を

提案させていただく機会を頂けたことはとても貴重な経験となった。 

 

⑬企業と地域コミュニティの違いはありますが、強みや弱み、機会、脅威を分析し、最適

解を求める事は他の実習と変わらず、学んだ経験が活かせる事を実感しました。STPや４P

などのマーケティング手法や、外部環境、内部資源調査を実施する事で、学んできたスキ

ルが多方面に応用が効く事を肌で感じる事ができ、大変勉強になりました。加えて、千代

田区長の前で発表する機会など、人生でそうそうあるものではなく、自分達の提案を多方

面の方に聞いていただける機会を設けてくださった事に大変感謝しております。 

 

⑭地域活性化や商店会の活動など、街づくりにかかわること自体がとても新鮮で、普段何

気なく利用している地元の商店街や魚屋などに対しても、講義を受ける前とは違う視点で

考えるようになった。例えば、「この商店街にあるお店は中華系が多い」「地域内の小学校

と協力して絵を飾ったり垂れ幕をしている」等に気がつくようになった。 

 

⑮この講義を履修したことで、自分の地元にも興味をもつようになった。これからは、子

供の小学校の活動などを通して、もっと地域社会に貢献していきたい。 

千代田学から学んだことは、以下のような点である。 

１）フィールドワークの重要性 

1回だけの調査では、上辺だけの提案しかできていなかった。最終的には、5回に渡る

フィールドワークが、商店会で実現可能な、地に足の着いた提案に繋がったと感じた。 

２）大学のネームバリュー 

法政大学のネームバリューを感じた。地域の人も初対面でも信用してくれているのが良

く分かった。また、商店会に複数の OBの方がおられたのにも驚いた。 

３）千代田区の地域資源の豊富さ 

神楽坂、秋葉原、神田古書店と著名な地域資源が多数あるのがわかりうらやましかっ

た。「出世不動尊」のような、江戸時代からの文化を感じるような施設も多数あり、情報

発信さえうまくできれば昼間人口の大半を占める学生・社会人に対してアピール可能に思

った。 
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⑯千代田区について、昼間人口が多く、コロナにより商店街、飲食店が打撃を受けている

という話が印象に残っています。東京都で一番昼夜間人口比率が一番高い区になっている

ということでした。コロナによりテレワーク導入が進むとコスト削減の観点からもオフィ

ス縮小を進める可能性も高く、そもそもの昼間人口が元に戻る可能性は低いのではないか

と考えます。オフィスが減少すると仕事のために千代田区に立ち寄る人口が減少するた

め、仕事以外で千代田区を訪れる人を増やす、或いは夜間人口を増やすという対策を検討

することになることが理解できました。 

 

⑰商店街組合や理事とのインタビューを通じて、「商店街にも活気のある商店街があるこ

と」を知ることができました。私の地元の商店街や、中小企業診断士の勉強を通じて、私

の中で「商店街＝過去のもの」という印象がありましたが、今回の商店街への視察や理事

とのインタビューから「商店街＝地域に根付き活気のあるエリア」という認識に変わりま

した。実際に商店街に訪れると、商店街独自の歴史があり、今も地域住民や書籍などを好

む層に愛されている商店街であると感じました。このように、理事とのインタビューや商

店街の各店舗の視察を通じて、私の中の「商店街＝過去のもの」という価値観を、「活気

のある商店街」という認識に、がらりと変えるきっかけを今回の講義を通じて得ることが

できました。 

 

⑱秋葉原は「誰かにとっての聖地」であり続ける。今の秋葉原にとってメインストリーム

であったインバウンドや異文化交流の波は、COVID-19 に影響で止まってしまったと言わ

ざるを得ない。一方で、世界に発信するほどの尖ったコンテンツ力を持っていた街である

ことに変わりはない。今後も秋葉原という街がどこの、誰にとっての聖地になっていくの

か楽しみである。 

 

⑲「千代田区の在住者を増やす」ということも、千代田区の活性化に有効であると考え

る。千代田学をきっかけに千代田区について改めて考えたが、千代田区は歴史があり、皇

居周辺は緑もあり、オフィスもありというように大変魅力的な区であると感じた。今後も

千代田区に在住する人、在勤する人、通学する人など千代田区に関わる全ての人が魅力に

感じる千代田区であってほしいと思う。 

 

⑳商店街振興組合に所属する多くの経営者が持っている想いや利害はさまざまであり、商

店街として方針や施策を統一して実行することの難しさを感じました。さまざまな利害を

調整するために、経営や経済といった観点以外に政治という観点も入る、経営診断実習で

行う診断とは異なる風味の中で、施策を考える実感がありました。 

そのため、施策を考える上において、どのようにすると１社だけではなく、万人がやり

やすそうと思うか、やってみたいと思うかという前提を踏まえながら、提案の施策を考え
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て、グループワークに臨んでいました。商店街として改善や成長を提案することは、非常

に難しいことだと実感しました。 

 

㉑東京の歴史は、江戸幕府が始まって以降のものであり、地方に比較して新しい歴史であ

ると言えます。しかし、日本の中心地として、江戸時代の文化や大戦、経済成長などの中

で、濃密な歴史を歩んできた土地でもあります。 

 千代田区は東京の中でも中心地であると言え、今回提案した神田・神保町・秋葉原エリ

アは時代に合わせて街が変化しながらも、独自の風情や文化を形成した地域です。他の地

域が模倣困難であるこの魅力を、現代の進歩した手段をうまく活用して発信することが、

同地域の今後の発展につながるのではないかと、「千代田学」を通じて考えました。 

 

㉓「私たちが今まで経験してきた実習は、経営者が最終的な意思決定者ですが、商店街な

どの団体は、意思決定や合意のプロセスが複雑で、共通する利害や相反する利害などの異

なる観点を有する、いわゆる利害関係者が存在する。こうした点を踏まえて提案を行

う。」この重要性を今回、改めて実感することができました。私たちの調査・研究のため

に、各商店街や千代田区関係者など多くの方々の「お力添え」をいただきました。11月

10日の報告会では、参加者からの多くの「期待」も感じました。 

 

㉔人財が挑戦できる環境を整えることに焦点を当てていることに、他の地域にはない先見

性を感じました。今まで講義などで扱っていた地方地域や企業では、人材不足が最も大き

な解決すべき問題である傾向がありました。その為どのようにして人を誘致しようかとい

う点が焦点であったが、今回千代田区の方法では一歩進んで人材が最も活躍するための土

台をどのように提供するかという点に焦点が当てられていた点に他の地域にはない優位性

があると考えています。しかしながら地方都市も同じようなスケールで物事を模倣するこ

とはできないかもしれないが、同様の何かはできるのではないかと感じました。今後はほ

かの地方都市との連携を図りつつ、こうした高度な人材を活かす土台作りを全国に火止め

るべきだと感じました。 
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6. 千代田学シンポジウムの開催 

 

2022 年 2 月 18 日（金）に法政大学地域研究センターにおいて、千代田学シンポジウム

「千代学の概要および活動報告」を開催した（資料８参照）。 

パネルディスカッションにおいては、①パネリストと神保町界隈の繋がり、思い出、②神

保町界隈の魅力（らしさ）、特徴、吸引力とは、③コロナ過での神保町、④街の移り変わり

をどう捉えるか、⑤街の開発について、デベロッパーやチェーン店の進出、⑥文化の発信と

いう役割、⑦どのようにして観光を呼ぶのか、⑧神保町界隈の活性化における大学や行政の

役割、という観点から議論を行った。 

議論に出てきたキーワードとしては、古書店、本屋、出版社、老舗のお店、カレー店、楽

器店、スポーツ用品店（アウトドア）、大学生、中華料理店などであり、神保町界隈は多様

な業種と多様な文化が混ざり、独自の発展をしてきている。また、最近の変化としては、三

省堂書店本社・本店ビルの建替え計画や岩波ホールの 2022 年 7 月閉館が取り上げられ、新

しい波としては、2020 年神保町よしもと漫才劇場オープンなどが取り上げられた。 
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（資料８） 
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7. まとめ 

 

本事業では、「千代田区の商店街活性化についての調査・研究」というテーマで、社会人

大学院生 36 人が６チームに分かれ、各商店街や地域団体の課題解決を行うというものであ

った。 

令和３年 10 月６日に、それぞれの場所でインタビュー調査を行い、またその後もグルー

プワークや現地調査を行った。11 月 10 日の成果報告会においては、１チームあたり 15 分

のプレゼンテーション×６チームを行った。 

各チームの提案に対し、多くの方々から概ね前向きなコメントをいただいた。中には学生

の提案を実施してみたい、という意見もいただいた。この成果報告会には千代田区長や千代

田区商店街連合会会長もご参加いただくなど、学生にとっては大変な緊張感の中で貴重な

経験を積むことができた。 

今回の「千代田学」の実施に対し、多くの方々から多大な協力をいただいた。特に我々

の担当となった千代田区地域振興部商工観光課は担当課長、担当係長、担当課員が快く本

事業を受け入れていただき、何かあるごとに親身に相談に乗っていただき、適切なアドバ

イスもいただいた。 

また、千代田区商店街連合会事務局長にも感謝したい。本事業において学生の調査を受

け入れていただく商店街を事務局長が自ら各商店街に交渉していただいた。 

今回の令和３年度の千代田学事業は終了したが、法政大学地域研究センターとして、多

くの方々にご協力いただいたことを感謝し、今後も千代田区の商店街や地域団体の方々と

継続して関わっていきたい。 
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